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-
塩
田
北
条
三
代
い
ざ
鎌
倉

「信
州
の
鎌
倉
」
か
ら
本
家
・
鎌
倉
市
ま
で
、
旧
鎌

倉
街
道
二
百
五
十
キロを
九
日
間
で
踏
破
し
よ
う
と
い
う

ウ
ォ

l
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
「
塩
田
北
条
三
代
い
ざ
鎌
倉
」

の
出
発
式
が
、

九
月
十
五
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
別
所

温
泉
の
北
向
観
音
で
安
全
祈
願
な
ど
を
し
た
武
者
装
束

の
一
行
は
、
前
山
の
塩
田
城
跡
を
出
陣

l
写
真
。
鎌
倉

市
に
は
、
予
定
ど
お
り
二
十
三
日
に
到
着
し
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
で
す

容一

楽
し
く
体
力
づ
く
り
を
・

4
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内
一保
育
園
の
入
園
受
付
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:
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:
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:
:
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市
民
ガ
イ
ド
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
η
i
H

118，977人

( + 120) 

38，501人

( + 26) 

)内は前月比です。

手念人口

世帯数

倉街道を踏



市
長
提
案
説
明

ふ
る
さ
と
創
生

* 

円

快
適
な
ま
ち
つ
く
り

「
ク
リ
ー
ン

上田駅大星線がフラワーロードに(北小付近で)

シ
テ
ィ
上
回
」

9月定例市議会が、 9月 5日から 21日まで 17

日間の会期で聞かれ ました 。今回は、平成元年

度一般会計補正予算、 上田市の休 日を定める条

例の制定、固定資産評価審査委 員 ・公平委 員の

選任な ど26議 案が審議され、 すべて可決 ・承認

されました 。市長提案説明の要 旨と 議会で決ま

った主な内容 について紹介 しま す。

市
長
提
案
説
明

高
速
交
通
網
の
整
備

マ
北
陸
新
幹
線
高
崎
・
軽
井
沢
聞

が
標
準
軌
新
線
で
本
格
着
工
と
な
り
、

八
月
二
日
軽
井
沢
町
で
起
工
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
軽
井
沢
以
北

の
早
期

着
工
が
実
現
す
る
よ
う
、
沿
線
自
治

体
な
ど
と
も
一
層
強
力
な
運
動
を
展

開
し
ま
す
。

マ
上
信
越
自
動
車
六
月
二
日
の
設

計
協
議
用
図
面
の
提
示
後
、
各
地
区

委
員
会
及
び
集
落
に
お
い
て
設
計
協

議
に
向
け
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

特
に
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
設
置
さ

れ
る
長
島
地
区
と
周
辺
地
域
の
皆
様

9月市議会で決ま った元年度予算

宇甫 正 予 算 額

一般会計 13億9，241万2千円

特別会計 2億 1，300万4千円

予 算 総 額

一般会計 243億 694万8千円

特別会計 125憶7，521万9千円

に
は
、
主
な
地
点
で
の
切
土

・
盛
土

の
計
画
や
橋
り
よ
う
な
ど
に
つ
い
て

も
現
地
で
説
明
し
、
ご
理
解
を
深
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

道
路
網
の
整
備

マ
上
田
駅
大
星
線

用

地
取
得
に
地

権
者
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

上
回
バ
イ
パ
ス
取
付
口
か
ら
改
良
工

事
を
実
施
し
、
本
年
度
は
北
小
学
校

正
門
ま
で
完
成
す
る
予
定
で
す
。

マ
大
手
町
下
郷
線
大
手
通
り
南
側

で
は
、
ま
ち
づ
く
り
特
別
対
策
事
業

に
よ
り
歩
道
の
カ
ラ

l
化
、
野
外
彫

刻
の
展
示
場
所
な
ど
を
設
置
。
北
側

や
横
町
地
区
で
も
、
今
後
さ
ら
に
用

地
の
買
収
を
行
い
ま
す
。

(特別会計には産院事業も含む)

マ
都
市
環
状
道
路

下

之

条

か

ら

下

訂

之
郷
を
結
ぶ
約
五
キ

ロ
灯
の

建
設
は
、
【

関
係
自
治
会
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に

よ
り
現
地
立
入
測
量
を
行
い
、
測
量

の
成
果
を
報
告
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

7 

市
街
地
再
開
発
事
業

広報うえだ 1.10. 

マ
中
心
商
庖
街
の
活
性
化
海
野
町

商
庖
街
振
興
組
合
で
は
、
ポ
ケ

ッ
ト

パ
ー
ク
、
歩
道
の
カ
ラ

l
化
な
ど
を

検
討
し
て
い
ま
し
た
が
、
年
内
完
成

を
め
ど
に
建
設
す
る

こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
原
町
商
庖
街
で
は
、
県
中
小

企
業
総
合
指
導
所
の
商
庖
街
診
断
を

受
け
、
今
後
の
方
向
付
け
に
つ
い
て

さ
ら
に
深
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

マ
駅
前
再
開
発
昭
和
六
十
三
年
度

に
上
田
駅
の
南
口
、

北
口
一
帯
の
現

況
測
量
お
よ
び
調
査
が
完
了
し
、
基

礎
的
資
料
が
出
来
ま
し
た
の
で
、
こ

れ
を
基
に
関
係
自
治
会
、

地
権
者
な

ど
へ
の
説
明
会
を
開
催
し
、
都
市
計

画
決
定
が
で
き
る
よ
う
お
願
い
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

マ
市
街
地
再
開
発

(中
央
二
丁
目
)

三
・
一

h
の
再
開
発
基
本
計
画
を
策

定
し
た
報
告
書
が
出
来
ま
し
た
。
こ

の
計
画
で
は
、
国
道
一
四
一
号
線
を

は
さ
み
西
街
区
、
東
街
区
に
分
け
、

両
区
に
約
三
百
台
の
駐
車
場
を
持
つ

再
開
発
ビ
ル
を
建
設
す
る
な
ど
、
集

客
力
と
活
性
化
を
図
り
ま
す
。



上
田
リ
サ

チ
ノ、

ク

上
田
リ
サ
ー
チ

パ
l
ク
推
進
委
員

会
、
地
権
者
な
ど
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
一
年
余
の
短
期
間
で
五
十
六

h
に
お
よ

ぶ
用
地
買
収

の
見
通
し
が

つ
き
ま
し
た
。
地
元
と
の
設
計
協
議

も
ほ
ぼ
終
了
し
、
県
は
工
事
の
着
手

に
向
け
発
注
作
業
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

マ
県
営
ミ
ニ
工
業
団
地
小
泉
工
業

団
地
は
昨
年
十
月
、
七
階
建
て
の
本

社
お
よ
び
工
場
な
ど
の
建
設
に
着
手

し
、
来
年
四
月
に
立
派
な
社
屋
が
小

泉
台
地
上
に
建
設
さ
れ
る
予
定
で
す
。

西
上
田
工
業
団
地
は
本
年
六
月
、
一

上県(槻略さが評
田菓小れ市価九 圏
商 子 西歴ま議 審月 ...... 薗』‘ 会
工卸屋:し会 査定 a欝欄鴨薗h 官

会商代学たの委 例 F'…可..小屋
議協 表習 。同 員 市 野討議輔笠評
所間取院任 意に議札Y工具麺 I百
常組締~期を小会 γニL 彊 iT 審
議合 役主は 得笠で い山~ 芯査
員 副社 J 三て原 、.，対一伊豆千 三季

理長 EE年選光国- ~ 圃さ i
。任三定 (55歳・北大手) ， t-

長長部(さ資 ん L
、野 宅きん産 一

万
三
千
平
方
灯
余
の
工
場
建
設
を
起

工
し
、
来
年
九
月
の
操
業
開
始
を
め

ど
に
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
創
生

一
億
円

市
民
各
界
等
各
階
層
別
の
代
表
者

か
ら
な
る
選
定
委
員
会
で
「
ク
リ
ー

ン
シ
テ
ィ
上
田
」
が
選
定
さ
れ
、
答

申
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
面
、

「ク
リ
ー

ン
シ
テ
ィ
上
田
基
金
」
を

設
置
し
、
快
適
で
住
み
良
い
ま
ち
づ

く
り、

美
し
い
緑
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ

/¥
り
を
推
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
主
な
条
例
の
制
定
・
改
正

染県略きに期をに
谷立まはは得上九 公
丘篠歴で長四て野月 a舗魁ι 平

高 ノ : しい年選博 定 」・・・‘ . 悉
校 井 奈た問 。任子例 a・・閉・E よ吾
講高良 。お前♀き市園長長一一温 厚手戸
師校女 勤任包ん議雪エハの， 品.

教 子 めのきが 令 宅 γ.侍

諭さ さ津れ市で、 \.~.J
、ま れ路ま議、 d 者、イ重油』 ラミ

県亙 、和し会公 札 、 錦鯛 725 ご子たの平 (峨材木町 九
マヤ 苦き 。問 委

田 て 労ん任意 員

-
上
田
市
の
休
日
を
定
め
る
条
例
の

制
定

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

従
来
か
ら
休
日
と
し
て
扱
わ
れ
て
き

た
日
曜
日
な
ど
と
と
も
に
、
土
曜
閉

庁
方
式
に
よ
る
第
二
・
第
四
土
曜
日

を
休
日
と
定
め
、
市
の
休
日
に
関
す

る
制
度

の
整
備
を
図
る
た
め
条
例
を

制
定
し
ま
し
た
。

-
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
暇
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

土
曜
閉
庁
方
式
に
よ
る
四
週
六
休

制
を
実
施
す
る
た
め
の
、
職
員
の
勤

務
に
関
す
る
条
例
中
の
所
要
の
改
正
、

お
よ
び
関
係
条
例
の
一
部
改
正
で
す

0

・
ク
リ
ー
ン
シ
テ
ィ

上
田
基
金
条
例

の
制
定

「
自
ら
考
え
、
自
ら
行
う
地
域
づ

く
り
」
事
業
と
し
て
、
快
適
で
住
み

良
い
ま
ち
づ

く
り
、
美
し
い
ま
ち
、
つ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
上
田
市
ふ

る
さ
と
基
金
を
廃
止
し
て
、
新
た
に

ク
リ
ー

ン
シ
テ
ィ
上
田
基
金
を
設
置

す
る
た
め
の
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

意
見
書

次
の
音
必見
書
が
、
今
回
の
議
会
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

-

「
義
務
教
育
園
庫
負
担
制
度
」

の

堅
持
に
関
す
る
意
見
書

歴
史
の
散
歩
道
と
し
て
整
備
さ
れ

た
大
手
通
り
の
南
側
歩
道

*市道新設改良事業(リサーチノ〈ーク ー東塩田林

間工業団地連絡道路新設など)...3憶し050万円

*公園整備事業(諏訪部公園整備、新田公園用地

取得など)••• ••• •.• ••..• • •. • •.• ••• ••• •.• ••• •• • 7 ，590万円

|教育|
*1言;農国介寺跡、用地公有化事業・・・・・・|億5，000万円

*室内プール整備事業(室内プール実施設計委託

料、敷地造成工事費)一.......•.• .........5， 100万円

|総務|
*上小地域ふるさと市町村圏基金出資金

21意2，833万円

|民生 |
*身体障害者共同作業所整備事業補助金...50万円

|農林水産業|
* 1"国際花と緑の博覧会」出展用花の栽培委託(来

年大阪で開催される同博覧会に出展)一.200万円

|商工|
*東塩田林間工業団地第二期造成事業(債務負担

行為)・・・・・・.......•..•..•..• . .•• . •.. •. ...22憶 5，000万円

生_iJ

7 広報うえだ1.10. 【3】



-. 

ス
ポ
ー
ツ
の
闘
で
す
oお母さんーガ予パッテ(学海南運動会・ 9月17日)

，~ 

寝宮古こ司・一

“体力づくり"を楽しく

最近は健康指向ガ高くなり、スポーツ人口は

年々増えていますo 10月は「スポーツの秋」。あ

なだも澄みきつだ青空の下で、体を動力し快い

う干を流すことのすばらしさを味わってみてはい

かガ、でしょうか。今回は“体力づくり"Iこスポッ

トを当て、体力づくりに励んでいる市民5人と

スポーツ人口の底辺拡大に尽くしている市の体

育指導委員2人にインタビューしてみましだ。

練
習
日
"
か
楽
し
み

"
生
活
の
張
リ
“

f、，‘、"....-...“"・.、、_"園、、.，'~、‘ d〆，，-‘.'，、-...... .. 

"""で・4貸与バグ体育指導委員
守?戸守子警曹 協y から
"~ '7ぞ討す 政J

、 ぺでず?夢F 問。
JJ 家族ぐるみで

〉 松沢元夫さん スポーツを
(39歳・伊勢山)

‘の ン る な ま身体でしずするや
ノ'話シ施ど市すにをもよ家。こレ市

J 題ッ設、民 。付動ょう族 ス と ク民
L もプも家の けかいかぐポがリが

生をあ族森 てすの。る l 、エ手
ま深りで公 いこでボみツ私 | 軽

J れめま楽園 っとて | でにたシに
守 まるすしゃ ての、怯ル始楽ちヨで

すこ。む自 はおし投めしのンき
ぴ

よと親こ然 し も 爪 げたむ 主をる
。で 子 と 運 いしニゃらにな普ス

a 、 の の 動 とろ工縄どは仕及ポ
f 共スてい公 思さ冶跳う 、事さ |
¥ 通 キ き 園 いをり、ぴでまでせツ

。

。

下塩尻なんじゃもんじゃチーム

(手前が足立さん)

【4)7 広報うえだ1.10. 

。
足
立
美
登
利
さ
ん

(
M
歳
・
下
塩
尻
)

女
性
の
綱
引
き
チ
ー
ム
「
下
塩
尻
な
ん
じ
ゃ

も
ん
じ
ゃ
」
の
一
員
と
し
て
、
毎
週
火
曜
日

の
夜
、
塩
尻
小
の
体
育
館
で
練
習
を
し

て
い

ま
す
。
二
年
前
、
市
の
綱
引
き
大
会
(
女
子

の
部
)
で
下
塩
尻
が
優
勝
し
た
こ
と
で
チ
ー

ム
が
で
き
ま
し
た
。
練
習
相
手
は
、
も
っ
ぱ

ら
同
じ
下
塩
尻
の
男
性
チ
ー
ム
。
お
互
い

よ

さ
ラ
イ
バ
ル
で
す
。

綱
引
き
は
単
純
そ
う
に
見
え
ま
す
が
、

意

外
と
奥
の
深
い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
全
身
運
動

で
す
の
で
、
「
体
力
、
つ
く
り
」
に
は
ぴ
っ
た
り
a

今
で
は
、
綱
引
き
が
。
生
活
の
張
リ
H

に
な

っ
て
お
り
、
練
習
日
の
火
曜
日
は
必
ず
空
け

る
よ
う
に
し
て
い
る
ほ
ど
で
す
。



体育指導委員

から

余暇の活用で

体力づくりを
d 

山岸佑子さん

(47歳・城北)

ヨ
イ

三
十
代
に
入
り
、
体
を
動
か
そ

う
と
上
回
ラ
グ
ビ
ー
ク
ラ
ブ
に
入

り
ま
し
た
。
会
員
は
約
五
十
人
で
、

練
習
は
週
二
回
。
広
い
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
走
り
回
る
の
で
、
相
当
き
つ

い
も
の
の
、
初
心
者
や
三
十
歳
以

上
も
参
加
で
き
る
よ
う
レ
ベ
ル
に

応
じ
た
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

試
合
も
あ
り
ま
す
が
、
中
年
層

を
中
心
に
し
た

二
軍
は
勝
つ
よ
り

「
エ
ン
ジ
ョ
イ
」
す
る
こ
と
が
目

的
で
す
。
日
ご
ろ
の
練
習
や
試
合

の
ほ
か
、
合
宿
や
ス
キ
ー
な
ど
を

通
し
て
の
仲
間
と
の
交
流
も
、
楽

し
み
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

調

橋詰善男さ ん

(37歳・下之条)

生
活
の
中
に

取
り
入
れ
た
い

矢口さん(左)と重野さん(右)

矢口 寿さん (78歳・新田)と重野金作さん(69 

歳・染屋)は、早朝の上回公園での散歩やラジオ

体操を 10年以上も続けています。

矢口さん =高齢者にと って 、手軽にできる健康

法は「歩く」こと。足腰と内臓が丈夫になります。

朝の冷たい空気を吸っているからでしょうか、風

邪をひくこともありません。食事もおいしく、特

に散歩の後に飲むコ ーヒーの味は格別です。

重野さん=染屋から自転車で上田公園へ。まず

公園内を散歩してから矢口さんらと「信濃の国」

を合IJ昌し、最後に午前 6時30分からラジオ体操を

して帰ります。今日まで、この日課を続けられた

のも、ラジオ体操などを一緒にする仲 間が大勢い

るからだと思います。

足腰と内臓が丈夫に

勤労青少年ホームの太極拳クラブ

(手前が岩片さん)

O
岩
片
真
由
美
さ
ん

(μ
歳
・
富

士
見
台
)

勤
労
青
少
年
ホ

l
ム
の

太
極
拳
ク
ラ
ブ
で
毎
週
水
曜
日
、
練

習
し
て
い
ま
す
。
通
い
始
め
て
、
ま

だ
四
か
月
。
太
極
拳
は
、
中
国
の
武

術
を
体
操
化
し
た
も
の
と
言
わ
れ
て

お
り
、
筋
肉
だ
け
で
な
く
頭
も
使
う

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
動
作
は
ゆ
っ
く
り

で
す
が
、
運
動
量
は
多
い
ん
で
す
よ
。

練
習
は
、
上
手
・
下
手
は
問
題
で

な
く
、
若
者
同
士
が
和
気
あ
い
あ
い

と
や

っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
覚
、
ぇ
始
め

で
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
た
く
さ
ん
の

種
類
を
マ
ス
タ
ー
し
て
、
生
活

の
中

に
取
り
入
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

試
合
に
勝
つ
よ
り

工
ン
“
シ

，
¥
、
1
.

，，
i
・、

r
r
t
‘

.
f
l
‘¥，
J
'
(
¥
、
，
，
:
、

r

、、

a
r
t

・、‘

I
J

現
在
は
、
健
康
に
関
心
が
集
ま
っ
一

て
お
り
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

や

ゴ

ル

フ

~

な
ど
を
楽
し
む
お
父
さ
ん
が
増
え
て

)

い
ま
す
。

一
方
で
は
、

忙
し

い

な

ど

一

を
理
由
に
「
体
力
づ
く
り
」
が
で
き
一

な
い
と
い

っ
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

一

週
休
二
日
制
の
導
入
に
よ
り
、
休

一

日
は
確
実
に
増
え
て
い
ま
す
の
で
、

¥

余
暇
を
有
効
に
活
用
し
て
ほ
し
い
と
一

思
い
ま
す
。
体

を

動

か

す

こ

と

を

い

「

ろ
い
ろ
体
験
す
る
中
で
、
自
分

に

あ

/

っ

た

ス

ポ

ー

ツ

を

見

つ

け

て

く

だ

さ

¥

い
。
そ

れ

が

見

つ

か

れ

ば

、

し

め

た

ノ

も
の
。
継
続
さ
せ
る

コ
ツ
は
、
仲
間

一

と
一
緒
に
や
る
こ
と
で
す
。

(
f
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各
保
育
園
(
公

・
私
立
)
で
は
、

次
に
よ
り
来
年
度

の
入
園
受
付
を
行

い
ま
す
。

直
入
国
で
き
る
基
準

入
園
で
き
る
児
童
は
、
次
の
①
か

ら
⑦
ま
で
で
、
同
居
の
親
族
そ

の
他

の
人
が
児
童
を
保
育
で
き
る
場
合
は
、

原
則
と
し
て
入
園
で
き
ま
せ
ん
。

①
保
護
者
が
外
で
働
い
て
い
る

②
保
護
者
が
子
ど
も
と
離
れ
て
家
庭

内
で
特
定
の
仕
事
を
し
て
い
る

③
母
親
が
出
産
の
前
後

平成2年度

入園受

同成2年度 保育園入国受付日程宅j
(受付時間は各保育園とも午後 1時から4時まで)

園 名 所在地
長時間

乳( 0児歳保児育) 
党付日

電話
保育 月日

甘 日毘間寄 園 上鍛冶町 。 。11: 2附 @7665 

私
芙 蓉保育園 幸庁 田 。 。11: 2休) @1147 

聖ミカエル保育園 馬場町 。 11: 2休) ⑫1361 

J.j_ 歓 宣 園 諏訪部 。 。11: 2休) ⑫1595 

イ呆
極楽 寺保育園 中 之条 。 11: 2附 @4064 

西丘保育園 町吉田 。 。11: 2附 @1157 
=同b;: 常 国保育園 北常国 。 。11: 2同 @1520 

園
秋 和 保 育 園 手火 手口 。 。11: 2同 @8820 

三 好 町保育園 三 好 町 。 。11: 2 (;;jサ ③1160 

あ ゆみ保育園 J世、4主~ 井 。 。11: 2休) ③0503 

東部保育園 上常国 。 。11: 6 (月)@0682 

南部保育園 南天神町 11: 6 (月) @7108 

北 保 τ同全E之 園 城 オヒ 11: 6 (月)@3475 

ときわ保育園 常磐町 11: 6 (月)@0104 

市
塩尻保育園 上塩尻 11: 6 (月)⑫3476 

神 川第一保育園 大屋 11: 7 (火) @0299 

神 川第二保育園 みすず台南 11: 7 (火) @0349 

国 介保育園 国 ィ卦 11: 7 (火) @0105 

立 神 科第一保育園 長 島 11: 7 (火) @0597 

神 科第二保育園 西野 竹 11: 7 (火)@0598 

豊殿保育園 宮 之 上 。11: 9附 @6802 

梅が丘保育園 梅が丘 11: 9ヤ!神 ③1171 

保 城下保育園 中 村 。 。11: 9附 @0887 

川辺保育園 川 辺 町 。 。11: 9休) @5029 

下之条保育園 下之 条 11: 9附 @2986 

泉田保育園 τd ヨ 田 11: 9肘 @5163 
=同土"

塩 田中央保育園 上本郷 。 。11: 10(金)⑮2512 

東塩田保育園 下之郷 。11: 10(金)⑬2552 

西塩田保育園 手 塚 11: 10(金)⑬2609 

園
ふ たば保育園 院内 11: 10(金) ⑬2063 

塩田北保育園 上小島 。 11: 10(金) ⑮2636 

浦里保育園 j甫 里子 11: 13(月)⑪2058 

白銀保育園 仁古田 11: 13(月) @2004 

室賀保育園 下室賀 。 。11: 13(月)@2142 

小泉保育園 泉 11: 13(月)@7356 

(一 J指り11.20明)-11.25仕) 午後 8: 30-午後 5・15 日に受け付けで

(土曜日は午後12:30まで) なかった人

④
保
護
者
が
病
気

⑤
保
護
者
が
病
人
を
看
護
し
て
い
る

⑥
家
庭
の
災
害

⑦
特
別
の
事
情
で
市
長
が
認
め
た
場

合画
申
請
方
法

各
保
育
園
の
受
付
日

に
、
入
国
申

請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
在
園

児
、
新
入
園
児
と
も
同
じ
日
に
受
け

付
け
を
し
ま
す
。

申
請
書
は
、
在
園
児
に

つ
い
て
は

各
保
育
園
か
ら
お
渡
し
し
ま
す
。
新

た
に
入
園
を
希
望
す
る
場
合
は、

各

保
育
園
、
保
育
課
、
各
支
所
ま
た
は

民
生
(
児
童
)
委
員
さ
ん
か
ら
い
た

だ
い
て
く
だ
さ
い
。

zm
添
付
書
類

マ
内
職
や

パ
l
ト
勤
務
な
ど
で
保
育

で
き
な
い
人
は
、
申
請
書
の
証
明
欄

に
事
業
所

の
証
明
が
、
病
人
の
看
護

ま
た
は
保
護
者
が
病
気
の
場
合
は
そ

の
診
断
書
が
、
そ
れ
ぞ
れ
必
要
で
す
。

γ
出
産
前
後
の

た
め
保
育
で
き
な
い

人
は
母
子
健
康
手
帳
を
、
ま
た
、
身

体
障
害
者
の
看
護
ま
た
は
保
護
者
が

身
体
障
害
者
の
場
合
は
身
体
障
害
者

【617 広報うえだ1.10. 

手
帳
を
お
見
せ
く
だ
さ
い
。

マ
保
護
者
以
外
に
同
居
の
祖
父
母
(六

十
五
歳
以
下
)
が

い
て
も
保
育
で
き

な
い
場
合
に
は
、
保
育
で
き
な
い

こ

と
を
証
明
す
る
書

類

(
内
職
証
明
、

診
断
書
な
ど
)
が
必
要
で
す
。

画
中
途
入
国

年
度
途
中
の
入
園
は
、
定
員
な
ど

の
関
係
で
入
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

-
問
い
合
わ
せ

6
3
3
)
 

保
育
課

(
内
線

1



ふ
だ
ん
、
あ
ま
り
意
識
す
る
こ
と
な
く
使
用

し
て
い
る
目
。
わ
だ
し
だ
ち
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
を
白
か
ら
収
集
し
て
い
ま
す
。
で
も
¥
そ

の
自
の
調
子
ガ
少
し
で
も
悪
く
な
っ
だ
ら
ど
う

で
し
ょ
う
か
。
十
月
十
日
は
自
の
愛
護
デ
l
o

重
要
な
感
覚
器
の
一
つ
で
あ
る
目
を
大
切
に
し

だ
い
も
の
で
す
。
今
回
は
子
ど
も
の
目
に
つ
い

て
。

~ 

自
に
つ
い
て
①

異
常
を
見
逃
が
さ
な
い

l
l大
切
な
子
ど
も
の
目

1
1

赤
ち
ゃ
ん
の
目
は

遠
視
?
近
視
?

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
の

約
七
五
%
は
中
程
度
の
遠
視
状
態
、

約
二
五
%
は
近
視
状
態
に
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
諸
器
官

の
発
達
が
不
完
全
で
、
ピ
ン

ト
を
合

わ
せ
る
調
節
も
十
分
に
機
能
し
て
い

な
い
た
め
で
す
。
視
力
が
大
人
並
み

に
発
達
す
る
の
は
、
個
人
差
も
あ
り

ま
す
が
九

1
十
歳
く
ら
い
で
す
。

子
ど
も
の
目
の
異
常

斜
視

左
右
二
つ
の
自
の
視
線
の
方
向
が

違
っ
て
い
る
の
が
斜
視
で
、
外
見
的

に
比
較
的
発
見
し
や
す
い
自
の
異
常

で
す
。
斜
視
が
あ
る
と
物
か
二
つ
に

見
え
る
よ
う
に
な
り
、
一
つ
の
像
を

消
し
て
片
方
の
目
だ
け
で
物
を
見
ょ

う
と
し
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

ま
っ
す
ぐ
向
い
て
い
る
目
だ
け
を
使

う
こ
と
に
な
る
の
で
使
わ
れ
な
い
方

の
斜
視
の
目
が
弱
視
に
な
り
、
同
時

に
両
方
の
目
で
見
る
能
力
が
発
達
し

な
く
な
り
が
ち
で
す
。

し
か
し
、
六
か
月
以
前
の
赤
ち
ゃ

ん
と
い
う
の
は
、
も
と
も
と
両
方
の

目
で
一
つ
の
物
を
見
る
こ
と
が
上
手

に
で
き
ま
せ
ん
。
と
き
ど
き
、
「
や
ぶ

に
ら
み
」
の
よ
う
な
目
つ
き
を
し
て

も
す
ぐ
に
異
常
と
は
言
え
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

少
し
で
も
気
に
な
る
よ
う
な
こ
と
が

あ
っ
た
ら
、
早
め
に
医
師
に
相
談
し

宇
?
し
ょ
、
っ
。

-
仮
性
近
視
(
偽
近
視
)

網
膜
の
手
前
で
像
が
結
ば
れ
て
し

ま
う
た
め
、
遠
く
の
物
が
よ
く
見
え

な
く
な
る
状
態
を
近
視
と
言
い
、
仮

性
近
視
は
そ
の
予
備
群
で
す
。
仮
性

近
視
は
早
い
う
ち
に
発
見
し
、
対
処

す
る
こ
と
が
必
要
で
、
薬
を
使
っ
た

り
、
目
を
休
め
て
緊
張
を
と
き
ほ
ぐ

す
と
い
っ
た
治
療
を
行
い
ま
す
。

近
視
を
防
ぐ
た
め
に

①
疲
れ
た
ら
、
遠
く
を
な
が
め
た

り
し
て
目
を
休
め
る
。

②
本
を
読
む
と
き
は
、
正
し
い
姿
勢

で
適
切
な
距
離
を
保
つ
。

③
適
当
な
採
光
に
注
意
す
る
。

④
定
期
的
に
視
力
検
査
を
受
け
る
。

乳
幼
児
期
か
ら
学
童
期
に
か
け
て

は
、
自
の
発
達
に
と
っ
て
と
て
も
大

切
な
と
き
で
す
。
テ
レ
ビ
を
近
く
で

見
た
り
、
本
を
近
づ
け
た
り
す
る
こ

と
な
ど
は
、
自
の
異
常
を
早
く
見
つ

け
る
目
安
に
も
な
り
ま
す
。

こ
の
よ

う
な
ち
ょ
っ
と
し
た
変
化
も
見
逃
か

す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
日
ご
ろ
か
ら

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

-
問
い
合
わ
せ
保
健
予
防
課

(内

線

1
3
7
6
)

テレビ版市民ガイド

ザジデm うえだ

市政に関するお知ら

せをお届けしています。|

上回 ケーブルビジョン

(U c V)で放映してい

ます。

有線テレビで巴曜日に

日
月
刊
日
か
ら

3
日
間

市
の
施
設
を
見
る
会

例
年
、
秋
に
実
施
し
て
い
る
「
市

の
施
設
を
見
る
会
」
を
、
今
年
は

十
一
月
十
四
日

ω・
十
五
日
制
・

十
六
日
闘
の
三
日
間
行
い
ま
す
。

日
程
や
募
集
要
領
な
ど
詳
細
に

つ
い
て
は
、
十
月
十
六
日
付
け
「
広

報
う
え
だ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

マ

問

い

合

わ

せ

秘
書

課

(
内
線

1
1
1
2
)
 

消
費
生
活
大
学
の

受
講
者
を
募
集

マ
学
習
期
間

十
二
月
か
ら
四

か
月
間
(
出
席
は
八
日
間
程
度
)

マ
場

所

上

回

消

費
生
活
セ
ン
タ

ー

マ

内
容
消
費
者
問
題
、
消

費

者

行

政

な

ど

マ

資

格

二

十

歳

以

上

マ

受

講

料

無

料

マ

申
し
込
み
往
復
は
が
き
に
次
の

事
項
を
記
入
の
上
、
『
干
郷

市

内

大
手
一
ー
ー
十
一
1

十

六

上

田

市

役
所
生
活
環
境
課
』
へ

。
①
消
費

生
活
大
学
受
講
希
望
②
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
、

消
費
者
団
体
に
加
入
し
て
い
る
人

は
そ
の
団
体
名
。
応
募
期
限
は
十

月
三
十
日

ω。

マ
問

い
合
わ
せ

県
上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

(宮

②
8
5
1
7
)
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会
二
の
/
-

あ
な
た
も
参
加
し
ま
せ
ん
か

信
州
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
祭
閲

申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

-
コ
ア
・
イ
ベ
ン
ト

信
州
ニ

ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
祭
仰
が
、

十
一
月
八
日
制
か
ら
十
日
幽
に
か
け

て
、
上
回
、
岡
谷
の
両
会
場
で
開
催

さ
れ
ま
す
。
こ
の
イ
ベ
ン

ト
は
、
郵

政
省
、
長
野
県
、
上
田
市
な
ど
で
構

成
さ
れ
た
実
行
委
員
会
が
主
催
し
、

自
治
体
の
情
報
化
の
推
進
と
地
域
へ

の
ニ
ュ

ー
メ
デ
ィ
ア
の
普
及
啓
発
な

ど
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

コ
ア
・
イ
ベ
ン
ト
は
、
通
信
衛
星

を
利
用
し
、
両
会
場
同
時
進
行
し
ま

す
。
ま
た
、
サ
ブ
・
イ
ベ
ン
ト
は、

情
報
実
務
者
を
対
象
に
六
つ
の
フ
ォ

ー
ラ
ム
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
現
在
、

マ
と
き
十
一
月
八
日
附
・
九
日

同
マ
と
ニ
ろ
上
田
創
造
館
(
包

@
1
1
1
1
)

マ
内
容

左
表
の

と
お
り
マ
参
加
費
五
千
円
(
サ

ブ
・
イ
ベ
ン
ト
経
費
は
含
ま
ず
)

マ
申
し
込
み
信
州

ニュ

ー
メ
デ
ィ

ア
祭
的
上
田
会
場
実
行
委
員
会
(
市

マ
と
き
十
一
月
九
日
嗣
・
十
日

樹
マ
と
ニ
ろ
上
田
創
造
館
各
会

議

室

マ

内

容

左

表

の

と

お

り

マ
問
い
合
わ
せ
プ

ロ
グ
ラ
ム
内
容
、

日
時
、
参
加
費
な
ど
の
詳
細
は
同
実

行
委
員
会
(
企
画
課
内
)
へ

。

コア・イベントプログラム(11月8日・ 9日)

内
谷，品、

上田会場(上田創造館) I 岡谷会場

11月8日(水)
ニュ ーメディア機器展示コーナー

12: 00 
/¥イ ビジョン、衛星放送機器、 CATVJ¥ソコン通信他

開 dコbz、

13・30 信州ニューメディア祭'89オープ二ング

オーフニング サミッ ト旗伝達式

セレモニー 郵政大臣等から、上田市長に対するサミッ ト旗の伝達

13: 50 郵政省の情報化政策 長野県における情報化の現状

基調講演 大石千八(郵政大臣) 吉村午良(長野県知事)

14:20 地域情報化フォ ーラム「ニューメディアと地域活性化」
パネル討論 衛星中継と ビデオ による地域活性化の現状を紹介

永野裕貞(上田市長) 林泰章(岡谷市長)

中村泰三(郵政省通信政策局長) 斉藤忠夫(東京大学工学部教授)

中村八束(信州大学工学部教授) 司会金沢寛太郎

11月9日(木) 通信衛星によ る地域活性化

9: 00 通信衛星を使って 、どう地域の情報化・活性化をはかるか?

特別講演 橋本 毅(宇宙通信欄取締役)

9:40- 地域情報化サミッ 卜「わが市、わが衛の情報化の現状と期待」
全体討論 通信衛星を使つての参加各市町村代表者等による全体討論会

助言者・月尾嘉夫(名古屋大学教授) 助言者・平井正夫(郵政省i蹴通信振興課長)

アトラクション 信州ニューメディア祭'89打ち上げ(太鼓合戦)

12:00 信州ニュ ーメディア祭'閉会セレモ二一
閉会セレモ二一

サ ミッ卜旗の返還・ 伝達式

郵政大臣、長野県知事、岡谷市長等によるサミッ ト旗の降下、

および次回開催県である岐阜県へサミッ 卜旗の伝達

役
所
企
画
課
内
/
内
線

1
2
2
3

マ
申
込
期
限
十
月
十
一
日
制

-
サ
ブ
・
イ
ベ
ン
ト

サブ・イベントの概要(11月9日・ 10日)

テ ーマ 内 谷~一、

どレッジケーブル 小規模 CA T Vによる「村起こし Jfまち起こし」の実際|

フォ ーラム と番組づくりを通 して CA T Vの運営を探る

自治イ本情報フォ ー ラム
自治体職員を対象に、情報通信による地域活性化のあ

り方を探る

医療と ニュ ーメ デ ィア 医療メディアとし てのハイビジョンの可能性を追求

教育と ニュー メディア
こどもたちの未来と AV機器 学校における視聴覚

機器の利活用を探る

パソ コン通信フォーラム パソ コン通信の多 目的活用の実際を探る

ニューメディア懇談会 全国の「ニューメディア懇談会」事務局員を対象に、地
フォ ーラム 域情報化の現状と今後を探る

広報うえだ1.10. 【8】7 

-
弱
者
を
火
災
か
ら
守
ろ
う

高
齢
者
、
病
人
、
幼
児
は
自
力

で
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
で
す
。

日
ご
ろ
か
ら
次
の
点
に
注
意
を
。

マ
高
齢
者
、
体
の
不
自
由
な
人
の

枕
元
に
は
非
常
ベ
ル
、
笛
な
ど
を

置
い
て

マ
高
齢
者
、
病
人
、
幼
児
だ
け
を

残
し
て
外
出
し
な
い
。
寝
か
せ
る

場
所
は
一
階
の
安
全
な
場
所
で

マ
じ
ゅ
う
た
ん
、
カ
ー
テ
ン
、
寝

具
類
は
防
災
製
品
を

-
給
湯
ボ
イ
ラ
ー
の
点
検
を

灯
油
を
燃
料
と
す
る
家
庭
用
給

湯
ボ
イ
ラ
ー
か
ら
の
火
災
が
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。

マ
ボ
イ
ラ
ー
の
周
囲
は
い
つ
も
整

理
、
清
掃
に
努
め
、
燃
料
な
ど
の

可
燃
物
を
放
置
し
な
い



大型イベントめじろ押七事r.
うえだ夫産業フzア

全産業をあげての魅力あるフ

ェアです。入場無料。

bとき 10月13日(到午前10時

~午後 6時、同14日仕)午前 9時

~午後 6時、同15日(日)午前 9時

~午後 5時 b内容・とニろ

①工業製品の展示・実演(市民

体育館=図の A館)②県シルク

フェア(同体育館剣道場=8館)

③未来の住宅展(勤労者体育セ

ンター=c館 )④イベン ト広場

(公園内武徳殿跡)⑤イ ンポ→

トバザール(ほていや海野町庖)

1>問い合わせ 商工課(内線14

05) 

なた り 通 し 村士す幸ん技で巻 11 ---山海 と すれ 上(ラ
リチ競搬 合 、に 村ー ご(はの海案 、野ニマ 。に内田 N イ市
ま | 技リ つ 十挑② 像か 紙 、真野)市 町ろと 奮 出 容市 H ト 制
すムなレた勇戦武 躍iごか出田町 民 通(き つ 演 は で K 、七
ぷがど l服 士 11 将き入ぶ演の 、① 全 リ子 てす次開 テ 「 十
③今で、装な 出 ラ 競 れ と チ 城 大 手 間、定十どるの催レふ周
忍 年、「でど演リ技運取 | 下手 づ ) ー う チとさビる 年
者 の最 真 。 、チ ! な 搬 リ ム 町 町 く マ別 月ぞ lおれで き記
勢真後 田 競ア I I どリ騎にに通り主円T大十 。ムリま全と念
ぞ 田に 石技イム '89'---"レ 馬 よ 再 り 城 な温手九 をです国の事
ろ 十勝 」は デは 真を l合る現を F ィ 泉 町日 募 す 。放文業
い勇ち引温ア真田行、戦対 。戦町べ、 通 ( 日 ) 集 が 送化の
11 士抜 つ泉を 田十い 真 、 抗 通 国 上ン太 り し、 )祭ハ
伊にい 張 水 出 幸 勇ま 田り競り絵田ト郎、マ まこ が」イ

'89 
会場家内図

駐
車
場
(
⑨
)
に
よ
っ
て
は

使
用
で
き
な
い
臼
も
あ
り

ま
す
。

N
H
K
テ
レ
ビ

ふ
る
さ
と
の
文
化
祭

「
ゃ
っ
太
郎
ま
つ
り
」

(
仮
監

7

賀、

甲
賀
、

真
固
な
ど
全
国
の
忍
者

に
よ
る
競
演
。
④
ふ
る
さ
と
歌
づ
く

し

l
市
内
各
合
唱
団
、
コ
ー
ラ
ス

、

民
謡
、
民
踊
グ
ル

ー
プ
な
ど
に
よ
る

出
演
。
⑤
文
化
祭
ゲ
ス
ト
に
よ
る
歌

話
シ
ョ

l

(N
H
K
)

-
出
演
チ
ー
ム
を
募
集

マ

対

象

上

田

市

民
お
よ
び
県
内

外
居
住
者
で
、
出
演
を
希
望
さ
れ
る

か
た
(
中
学
生
以
上
)

マ
チ

l
ム
編

成

一

チ

l

ム
十

一
人
編
成
と
し
、

全
体
で
二
十
チ
ー
ム
を
募
集
し
ま
す
。

各
種
団
体
、
自
治
会
、
企
業
で
の
応

募
も
可
能
。
応
募
者
多
数
の
と
き
は

抽
選
と
じ
ま
す
。
(
詳
制
に
つ
い
て
は
、

後
町
'広
報
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
)

マ

応

募

方

法

十

月
三
十
一
日
閃
ま

で
に
、
チ
ー
ム
名
、
出
演
者
の
住
所
、

氏
名
、
性
別
、
年
齢
、
職
業
を
観
光

課

(一T
蹴

市
内
大
手
一
1
11

十
一

l

十
六
)

へ
郵
送
ま
た
は
直
接
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

マ
問
い
合
わ
せ

観
光
課

(内
線

1
4
2
2
)

マ
日
常
点
検
を
十
分
に
。
油
漏
れ

な
ど
異
常
を
発
見
し
た
ら
専
門
業

者
に
整
備
を
依
頼
す
る
。
相
当
年

数
を
経
過
し
て
い
る
も
の

に
つ
い

て
も
点
検
整
備
の
依
頼
を

-
火
災
原
因
の
上
位
が
た
ば

マ
必
ず
灰
皿

の
あ
る
と

こ
ろ
で
吸

、
「
ノマ

寝
た
ば
こ
、
歩
き
な
が
ら
の
た

ば
こ
は
絶
対
や
め
る

マ
外
出
前
の
喫
煙
は
忘
れ
が
ち
。

消
し
た
た
ば
干
」
を
再
確
認
す
る
ゆ

と
り
を
も

っ
て

戦
没
者
の
遺
族
の
か
た

特
別
弔
慰
金
が

支
給
さ
れ
ま
す

公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
な
ど

を
受
け
て
い
た
遺
族
(
満
州
事
変

以
降
の
戦
没
者
の
遺
族
)
が
、
昭

和
六
十
年
四
月
か
ら
平
成
元
年
三

月
ま
で
に
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
、

残
さ
れ
た
三
親
等
内
の
遺
族
の
順

位
に
よ
る
先
順
位
者
に
第
五
回
特

別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

な
お
、

第
四
回
特
別
弔
慰
金
の

支
給
対
象
と
な
っ

た
か
た
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

マ
問
い
合
わ
せ

1
6
2
1
)
 

7 広報うえだ1.10. 

社
会
課
(
内
線

【9】



お

と
がう
んさ
ばん
~ 

て
F
.

高齢者福祉セ ンターでは先月20日、諏訪部コミ

ュニテ ィー体育 セ ンターで「リ ノ¥ビリ 友の会」運

動会を聞きました。 同セ ンタ 一、デイ・サービ ス

セ ンターの利用者145人が参加 。選手たちはだるま

引 き リレー(=写真)、 紅 白玉入れ、大玉 ころが し

など を思 う存分に楽 しみま した。

好天 に恵まれた先月23日、 24日の 2日問、

上田城跡公園 内で上田市農 協祭 が開催 されま

した。農産物品評会、青空市場、きのこの試

食 コーナーなどが人気を呼び、おおぜいの市

民でにぎわいました。

4

司
共
に
つ
く
ろ
う
福
祉
社
会

市
民
ふ
れ
あ
い
広
場
が
先
月
十
五
日
、
上
回
創

造
館
、
長
池
公
園
で
聞
か
れ
ま
し
た
。
市
や
社
会

福
祉
協
議
会
な
ど
で
組
織
す
る
実
行
委
員
会
が
主

催
。
青
木
村
子
ど
も
義
民
太
鼓

(1
写
真
)
も
参

加
し
、

多
く
の
家
族
連
れ
ら
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

f
y
乞

楽
し
い

1
上
田
創
造
館

[101 

m月
の
催
し

7 

-
上
田
創
造
館
企
画
・

絵
画
三
人
展

マ
と
き
十
月
二
十
日
幽
i
三
十

日
間
、
午
前
九
時
1
午
後
四
時

(三

十
日
は
午
前
中
の
み
)

マ
と
こ
ろ

上
田
創
造
館
美
術

館

マ

出

品

者

大
井
喜
久
、
竹
内
安
雄
、
村
上
博
章

の
三
氏

広報うえだ守 .10. 

-
秋
の
星
空
観
望
会

川

マ

と

き

十

月

二
十
一
日
出
、
二

川

十

二
日
師
、
午
後
八
時
j

九
時
三
十

川

分

マ

と

ニ

ろ

上

田

創

造

館

天

体

川

観

測
室
・
屋
上
マ
内
容
や
ぎ
座
・

川

カ
シ
オ
ペ
ヤ
座
・
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
大

川

星
雲

M
nな
ど
を
観
望
マ
そ
の
他

川
①
小
・
中
学
生
は
保
護
者
同
伴
で
②

川
時
間
内
に
随
時
参
加
、
退
館
す
る

川
・
家
族
写
生
大
会

川

マ

と

き

十

月

二
十
九
日
間
午
前

川

九

時
集
合
(同
館
一
階
入
口

)

マ
写

川
生
場
所
上
田
創
造
館
、

長
池
公
園

川
マ
参
加
条
件
①
上
小
地
区
在
住
者

川

②

ク
レ
ヨ

ン
・
パ
ス
テ
ル
・
水
彩
・

川

油

彩
等
に
属
す
る
絵
画
と
す
る
③

川

写
生
用
具
、
カ
ン
バ
ス
は
各
自
持
参



ポ
ク
よ
リ
大
き
い
ぞ

このほど、小泉保育園でジャンボカボチ

ャがとれました。 5月に保育園の畑にまい

た種が成長したもので重さは33kg。園児

たちは、なでたり、さすったりして大喜び

でした。

優雅に幽玄の世界

観世流「能の会」が 9月17日、上田市民

会館で行われま した。上田市内で、日本の

古典芸能である能が上演されるのは久しぶ

りのこと。大勢の観客は、能面の美、装束

の美、音曲の美が繰り広げる幽玄の世界に

引き込まれていました。

川
(
油
彩
用
カ
ン
バ
ス
は
十
号
以
下
)
④

川
幼
児
・
小
学
生
は
高
校
生
以
上
の
責

川
任
者
同
伴
⑤
幼
児
・
小
学
生
・
中
学

川
生
・
一
般
(
ア
マ
チ
ュ
ア
)
に
区
分

川
マ
申
し
込
み
十
月
二
十
二
日
目
ま

川
で
に
同
館
(
包
⑧
1
1
1
1
)
へ

マ

川
そ
の
他
画
用
紙
は
用
意
し
ま
す
。

川

訂

正

お

わ

び

川
九
月
十
六
日
号
の
十
ペ
ー
ジ
、
「
今

川
月
の
納
税
」
中
、
国
民
健
康
保
険
税

川
が
「
第
一
期
」
と
あ
る
の
は
「
第
三

川
期
」
の
誤
り
で
し
た
。
訂
正
し
て
お

川
わ
び
し
ま
す
。

疑
募集
議薬
務冬
疑
義薬
務豪
勢集
濃冬
湯畿
勢寒
波
議集
募集
議選
議疑
惑思
議集
議韓
議象
深
議思
議集
議集
募集
議集
派
議冬
診察
決
議寒
波
灘冬
濃寒
波
深
募集
議憲
派
議案
診察
診察
源

義
務遂
濃寒
波
募集
議寒
波
募集
券業
務象
深
深
議案
議薬
務冬
彦寒
波
議寒
波
疑
滋後

真田傍陽線の廃止

(昭和47年 2月)

マ言》

企
廃
止
の
日
、
樋
之
沢
駅
で

d

司
現
在
は
、
ホ

l
ム
だ
け
が
昔
の
面

影
を
残
し
て
い
る

提供者

関谷太袈人さん

(70歳・岩門)

真
田
傍
陽
線
(
上
田
市
|
真
田
町
)

は
、
昭
和
四
十
七
年
二
月
に
廃
止
さ

れ
ま
し
た
。
廃
止
に
な
る
日
の
朝

最
後
の
姿
を
記
録
に
残
そ
う
と
思
い
、

通
勤
前
の
時
間
を
利
用
し
て
神
科
駅

(
長
島
)
、
樋
之
沢
駅
(
神
科
新
屋
)

な
ど
で
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。

同
線
の
開
通
は
昭
和
三
年
で
し
た
。

神
科
小
の
児
童

電
車
の
写
真
に
驚
き

母
の
実
家
が
傍
陽
(
真
田
町
)
で
し

た
の
で
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
こ
の

電
車
を
よ
く
利
用
し
た
も
の
で
す
。

開
通
す
る
前
は
、
十
人
ぐ
ら
い
が
乗

れ
る
馬
車
で
傍
陽
へ
行
き
ま
し
た
。

砂
利
道
だ
っ
た
の
で
、
揺
れ
が
ひ
ど

く
、
車
輪
は
鉄
製
で
す
ご
い
音
が
し

た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

廃
止
の
日
に
撮
っ
た
中
に
、
神
科

小
学
校
の
校
舎
を
バ

ッ
ク
に
電
車
が

走
っ
て
い
る
写
真
が
あ
り
ま
す
。
最

近
、
こ
れ
を
引
き
伸
ば
し
て
同
小
に

贈
っ
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
を
見
て
児
童

た
ち
は
学
校
の
近
く
を
十
七
年
前
ま

で
電
車
が
走
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と

で
、
大
変
驚
い
た
そ
う
で
す
。
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市
役
所
の
代
表
電
話

r(幻
)
4
1
0
0

国
民
健
康
保
険
税

納
税
窓
口
が
変
更
に

国
民
健
康
保
険
税
の
収
納
事
務
が

十
月
一
日
よ
り
、
収
税
課
か
ら
国
保

年
金
課
に
移
り
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
な
ど
に

関
す
る
ご
相
談
は
、
国
保
年
金
課
国

民
健
康
保
険
係
の
窓
口
(
本
庁
舎
一

階
)
へ
お
願
い
し
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ
国
保
年
金
課

(内

線

1
3
6
1
1
1
3
6
3
)

電
波
障
害
相
談
所
を

開

設

し

ま

す

十
月
は
、
全
国
電
波
障
害
一
掃
月

間
で
す
。

こ
の
運
動
に
あ
わ
せ
、
次

に
よ
り
電
波
障
害
相
談
所
を
開
設
し

ま
す
。

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど
受
信

障
害
で
お
困
り
の
か
た
は
、
相
談
に

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

マ
と
き
十
月
十
二
日
同
午
前
十

ド
線 マ ト時
1 問 lか
3 いヨら
8 合|午
6 わカ後
)せド三

l 時
生正
活面マ
環玄と
境関ニ
課 前 ろ
(広
内場イ

石
け
ん
作
り
に

挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か

食
用
廃
油
で
簡
単
に
石
け
ん
を
作

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

市
で
は
、
手
づ
く
り
石
け
ん
の
サ

ン
プ
ル
と
作
り
方
の
チ
ラ
シ
を
差
し

上
げ
て
い
ま
す
。
市
役
所
一
階
ロ
ビ

ー
の
消
費
者

コ
ー
ナ
ー
に
あ
り
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
。

洗
剤
に
は
、
石
油
か
ら
作
ら
れ
る

合
成
洗
剤
と
天
然
油
脂
か
ら
作
ら
れ

る
石
け
ん
と
か
あ
り
ま
す
。
合
成
洗

剤
は
安
全
性
や
環
境
に
及
ぼ
す
影
響

が
大
き
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

石
け
ん
に
は
そ
の
恐
れ
が
あ
り
ま
せ

ん。マ
問
い
合
わ
せ

線

1
3
9
0
)

生
活
環
境
課

(内

犬芝
φ2  
豆Z ての
録す
とか
予五日
防r犬l
j主L‘i者)
射)

春
の
集
合
注
射
以
降
に
生
ま
れ
た

生
後
九
十
一
日
以
上
の
犬
で
、
ま
だ

未
登
録

・
未
注
射
の
犬
は
指
定
獣
医

師
の
も
と
で
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
犬
は
必
ず
つ
な
い
で
飼
い

ま
し
ょ
う
。

つ
な
ぐ
場
所
、
チ
ェ

ー

ン
の
長
さ
に
も
注
意
を
。
犬
が
人
を

か
ん
だ
と
き
は
、
速
や
か
に
保
健
所

へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

マ
問
い
合
わ
せ
生
活
環
境
課
(
内

線

1
3
8
7
)

勤
労
青
少
年
ホ

l
ム

教
養
講
座
の

参
加
者
を
募
集

マ
対
象
市
内
在
住
か
、
市
内
事

業
所
に
勤
務
す
る
こ
十
九
歳
ま
で
の

か
た
マ
募
集
講
座
下
表
の
と
お

り

マ

申

し

込

み

書

道

は

十

月

六

日
幽
か
ら
同
十
四
日
出
、
料
理
、
茶

道
は
十
月
六
日
幽
か
ら
同
十
八
日
制

ま
で
に
勤
労
青
少
年
ホ

l
ム
(
宮
⑫

7
1
1
7
)
へ。

受
け
付
け
は
、
午
後

十
二
時
三
十
分
か
ら
夜
九
時
ま
で
。

日
曜
祝
日
は
休
館
で
す
。

マ
受
講
へ

料
料
理
、
書
道
は
二
千
六
十
円
、

茶
道
は
四
千
百
二
十
円

(
料
理
、
茶
〉

道
は
材
料
費
が
必
要
)。

川
県
、
信
州
美
術
会
な
ど
で
は
、
次

川
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。
日
本
画
、
洋

・
ダ
ン
ス
講
習
会
の
参
加
者
募
集

川
画
彫
刻
、
工
芸
の

四
部
門
に
わ
た

初
心
者
を
対
象
に
、
ブ
ル

ー
ス、

川
リ
優
秀
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

ジ
ル
バ
な
ど
の
基
本
ス
テ

ッ
プ
を
教

い

マ

と

き

十

月

八

日

目

j

十
五
日

え
ま
す
。
受
講
料
は
無
料
。

~

日

マ

と

二

ろ

上

田

創

造

館

マ

マ
対
象
教
養
講
座
と
同
じ
マ
一
入
場
料
一
般
五
百
円
、
高
校
・
大

期
間
十
月
十
九
日
j

十
二
月
十
四
〉
学
生
三
百
円
、
小
・
中
学
生
無
料

固
め
毎
週
木
曜
日

(八
回
)
、
午
後
へ

七
時
j
八
時
三
十
分
マ
場
所

青

一

信

州

版

画

展

を

開

催

少
年
ホ

l
ム
体
育
室
マ
持
ち
物

運

動

靴

マ

申

し

込

み

十

月

六

日

(

信

州
版
画
協
会
、
県
な
ど
の
主
催

幽
よ
り
同
ホ
ー
ム
へ
。
受
付
時
間
な

い
で
す
。
入
場
無
料
。

ど
は
教
養
講
座
と
同
じ
。

山

マ

と

き

十

月

二
十
二
日
目
j

二

川
十
六
日
附
、
午
前
九
時
j
午
後
五
時

(二
十
六
日
は
四
時
)

マ
と
ニ
ろ

川
文
化
セ

ン
タ
ー

(材
木
町
二

子

~

上

田

女

子

短

大

開
…
児
童
文
化
研
究
大
会
を

別

…

聞

き

ま

す

、
』
ソ
川

・
の
~
マ
と
き
十
月
十
四
日
出
午
後
一

;
。

町
九
(
時
十
五
分
マ
と
二
ろ
上
田
女
子

時
…

短
期
大
学
マ
内
容
①
講
演

l
「
幼

後

川
児
の
発
達
と
音
楽
環
境
」
後
藤
田
純

持
一
生
さ
ん
②
分
科
会

l
心
ゆ
く
ま
で
遊

聞
い

ぶ
子
ど
も
を
求
め
て
、
子
ど
も
と
共

土

守

川
糾
川
感
し
あ
い
保
育
を
と
ら
え
な
お
す
、

川
な
ど

マ
そ
の
他
臨
時
保
育
室
を
設

勤労青少年ホーム教養講座

曜日 講座名 実月 問 疋A:貝口

7]( 家庭料理
10月25日からの毎週水曜

18人
日(12回)

書道入門
10月19日からの第 |・3・

30人

木
5木曜日 (12回)

茶 道 10月19日からの毎週木曜
15人

(表千家) 日 (20回)

第
位
団

長

野

県

展

を

開

催

【12)7 広報うえだ1.10. 



行
政
相
談
所
に

お
出
か
け
を

十
月
十
五
日
間
か
ら
二
十
一
日
出

ま
で
は
行
政
相
談
週
間
で
す
。

こ
の

週
間
は
、
明
る
い
社
会
生
活
を
擁
護

す
る
行
政
相
談
制
度
が
、
皆
さ
ん
が

た
に
広
く
理
解
き
れ
利
用
さ
れ
る
こ

と
を
願
い
国
が
設
け
た
も
の
で
す
。

週
間
中
に
は
、

各
種
の
行
事
か
催

さ
れ
ま
す
が
、
上
田
市
で
は
、
特
に

次
の
日
程
で
行
政
相
談
所
を
開
設
し

ま
す
。
国
お
よ
び
県
、
市

の
仕
事
、

例
え
ば
公
害
、
柱
会
福
祉
、
保
険
、

消
費
者
保
護
、
農
地
、
道
路
、
河
川
、

労
災
な
ど

の
問
題
に
つ
い
て
苦
情
、

意
見
、
要
望
を
お
聞
き
し
て
相
談
に

応
じ
ま
す

の
で
、
役
所

の
仕
事
で
お

困
り

の
か
た
は
気
軽
に
お
出
か
け
く

だ
さ

い
。
相
談
は
秘
密
を
守
り
無
料

で
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

線

1
3
9
0
)

生
活
環
境
課
(
内

行 政 相 談 所

と き とこ ろ

10月 9日(月)
午前10時一

上田西武 3階
午後 3時

午前 9時~正午 塩田 公 民館
10月16日(月)

午後|時一4時 川西 公 民館

午前 9時一正午 城南公民館
10月17日(火)

午後 |時一 4時 上野が丘公民館

(敬称田各)

氏 名 イ主 所 電話

三井宣茂 殿城1290 ⑫5425 

落合 さわの 上田2512-2 ⑫2800 

西沢静枝 富士山4391 ⑬3595 

鋒城直巳 天神 4一19一16 @6176 

川
置
し
ま
す
。
希
望
者
は
十
月
七
日

ω

川
ま
で
に
は
が
き
で
連
絡
を

(干
縦
ー

へ
ロ

下
之
郷
六
二

O
)。

マ
問
い
合
わ

川
せ

上

回

女

子
短
期
大
学

(
岱
⑧
2

〉

3

5
2
)

宅
地
住
宅
の

法
律
相
談
(
無
料
)

マ
と
き
十
月
二
十
日
幽
、
十
一

J

月
十
七
日
幽
午
後
一
時

i
三

時

マ

川
と
二
ろ
県
庁
七
階
住
宅
課
内
宅
地

川
住
宅
相
談
所

(
8
0
2
6
2
③
0

1

川

1
1
内
線

2
8
7
7
)

マ
そ
の
他

~
弁
護
士
に
よ
る
相
談
。
あ
ら
か
じ
め

川
電
話
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。
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万看設
-歴史の散歩道など完成

オープニングセレモニー

bとき 10月10日(火)午前10時 - [>ところ こ

の丸通り(農協会館前) [>内容 上田城跡公園

に通じる二の丸通り、大手通 りなどを散策道にす

るとともに、野外彫刻などを配置したアー トロ ー

ドに整備

・ボニージャックスふれあいコンサート
bとき 10月14日仕)午後 5時 - [>ところ 上

田市民会館 b内容 ボニージャ ックスと上田市

少年少女合唱団とのふれあいコ ンサート bその

他 入場整理券が必要ですが、すべて終了しまし

Tこ。

-上小郷土芸能大会
bとき 10月15日(日)午前10時~午後 4時 [>と

ころ 海野町日 曜広場 b内容上小地方に伝わ

る民俗芸能 9つを一堂に集めた芸能祭り

・才能教育第27園長野県大会
[>とき 10月15日(日)午後 1時- [>と二ろ 上

田市民会館 [>内容 才能教育研究会長鈴木鎮ー

さんの講演、児童・生徒700名によるバイオ リン、

チェロ、フルート 、ピア ノの大合奏(入場無料)

・春日会 民謡・民舞の集い
仁〉とき 10月15日(日)午前11時- [>ところ 文

化会館ホール b内容 春日会10周年を記念し、

全国各地の民謡、民舞、はうた、太鼓などを発表

(入場無料)

・市民大綱引まつり
bとき 10月22日(日)午前10時 - [>ところ

野町日曜広場 b内容 地域や企業など 1チーム

30人(内女性10人以上)による大綱引きのリー グ

戦 [>申込方法 10月20日幽までに体育課(内線

1752)へ (参加無料)

・国際文化フォーラム

じ〉とき 10月28日仕)午後 1時 - [>とニろ 文

化会館ホール b内容 「地方の生活と国際化」

と題して、 c.w・ニコルさん(作家)と玉村豊男

きん(エ ッセイス ト)の対談。中国、イギ リス、

韓国、カナダ、ブラジルなど外国人との公開座談

会。b入場券 無料ですが入場整理券が必要です。

次の窓口でどうぞ。70周年記念事務局、青少年課、

塩田・ 川西・ 豊殿の各支所、市内 6公民館。

担当行政相談委員

j毎

7 広寂うえ万1.10. [13】



-肺がん検診の受診者募集

8月16日付け「広報」で肺がん検診の受診者を

募集しましたが、若干余裕がありますので、追加

募集をします。10月16日(月)までに住所、氏名、年

齢、電話番号を電話かはがきで保健予防課まで連

絡を。詳し くは 8月16日付け「広報」をご覧くだ

さし、。

-寝たきり老人をかかえる家族の会
bとき 10月30日(月)午後 1時30分 bところ

市保健セ ンタ 一、城南公民館 (城下、川辺、泉田、

塩田、川西地区の人) [>内容 調理実習 「手軽

にできるお年寄 り向 きの食事」、話し合い b持

ち物エプロン、手ぬ ぐい じ〉その他 当日介護

を代わる人がいない場合、婦人ボラ ンティアが伺

い ます。10月24日(火)までに連絡を (内線1397)。

(
八
月
届
け
出
分
)

ご
め
い
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

中
村
サ
キ
ジ
さ
ん

綱
島
光
次
さ
ん

高
井
と
も
え
さ
ん

小
林
千
年
さ
ん

松
井
賢
三
さ
ん

河
野
り
う
さ
ん

竹
内
晴
美
さ
ん

上
田
原

上
本
郷

土
田
原

大

湯

緑
が
丘
北

往

所

長

島

七
九

六一一
五
七

八
一

七
O

七
九

九
一

武

井

ま

さ

さ

ん

上

堀

小
林
け
さ
さ
ん

蛇

沢

金
井

久

さ

ん

岩

下

桜
井
う
め
じ
き
ん
南
天
神
町

竪

谷

邦

男

さ

ん

踏

入

西
沢
美
津
い
さ
ん
久
保
林

村
井
は
る
子

き

ん

笹

井

吉

池

い

ち

の

さ

ん

野

倉

小
林
義
幸
さ
ん

南
天
神
町

後

藤

ふ

さ

き

ん

原

町

清

水

国

太

郎

さ

ん

桜

台

工

藤

種

利

さ

ん

下

之

郷

市
川
昌
太
郎
さ
ん
上
川
原
柳
町

宮
嶋
た
か
さ
ん

下
紺
屋
町

八五八 七 八六八七七七八七八七
四九七八七四二六 O 六 四九 六八

斉

藤

徹

さ

ん

林
マ
サ
子
さ
ん

金
子
美
咲
き
ん

土

屋

信

さ

ん

丸
山
梅
次
さ
ん

木
藤
林
太
郎
さ
ん

太
田
富
久
さ
ん

水
野
広
実
さ
ん

樋
口
さ
か
い
さ
ん

出
口
浩
二
さ
ん

高

橋

英

さ

ん

福
島
儀
三
郎
き
ん

阿
部

琴
さ
ん

馬
場
弥
九
郎
さ
ん

-三種混合予防接種
9月の 2回目に続 き 3回目 を下表のとお り行

います。詳しくは 8月 1日付け「広報」をご覧く

ださい。

ひ
か
り

塩
田
新
町

上
室
賀

三
好
町

浦

野

院

内

伊
勢
山

神

畑

下
小
島

福

田
踏

入

生

塚

新

田
新

田

七八八八二八六 六八八八 六七
一九 七七 六三八三一一八 O 八五

実施日
会場名 対象地区

3 回目

上田市保健センタ ー
東部 ・南部地区

(市役所南庁舎 2階) 10月川日ヤ'1<:

三 好 町 会館 城下地区

塩田母子健康セ ンタ ー 塩田地区
10月12日休:

川西社会福祉セ ンタ ー 川西地区

上田市保健セ ンタ ー
中央北部地区

(市役所南庁舎 2階) 10月20日(金:

上 野が丘公民館 神科・豊殿地区

上田市保健センタ ー
西部・塩尻地区

(市役所南庁舎 2階)

川辺町会館 10月24日(火J 川辺泉田地区

神川地区 公民館 神 )11 地区

上田市保健セ ンタ ー
11月14日(火:

東部・南部・城下・塩田・

(予備日) 川西地区

上田市保健センタ ー 中央・北部・西部・塩尻・川

11月15日(71<: 辺泉田神川・神科 ・
(予備 日) 豊殿地区

※受付時間は各会場とも午後1時30分から2時30分まで

【14】

三種混合予防接種目程表斉
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